
令和２年度

生駒市下水道事業会計予算に関する説明書
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１ 収益的収入及び支出

(単位　千円)

(単位　千円)

給料
職員手当等
賞与引当金繰入額
法定福利費
備消耗品費
光熱水費
通信運搬費
委託料
手数料

備　　　考

下 水 道 使 用 料

令和２年度 生駒市下水道事業会計予算実施計画

収　　　　入

款 項 目 予 定 額

営 業 収 益

１ 事 業 収 益

預金利息受 取 利 息

そ の 他 営業 収 益 排水設備指定工事店指定手数料等

県 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

一 般 会 計 補 助 金

延 滞 金

営業外収益

過年度損益修正益

特 別 利 益

支　　　　出

款 項 目 予 定 額 備　　　考

事 業 費 用１

管 渠 費

営 業 費 用

流域下水道負荷軽減等推進事業補助金

敷地占用料等

過年度分下水道使用料等
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(単位　千円)

賃借料
動力費
材料費
工事請負費
備消耗品費
光熱水費
通信運搬費
委託料
修繕費
動力費
薬品費
給料
職員手当等
賞与引当金繰入額
法定福利費
報酬
旅費
被服費
備消耗品費
燃料費
光熱水費
印刷製本費
通信運搬費
委託料
手数料
賃借料
修繕費
動力費
材料費
薬品費
研修費
保険料
給料
職員手当等
賞与引当金繰入額
法定福利費
報酬
旅費
被服費
備消耗品費
燃料費
印刷製本費
通信運搬費
委託料
手数料
賃借料
修繕費

ポ ン プ 場 費

処 理 場 費

総 係 費

款 項 目 予 定 額 備　　　考
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(単位　千円)

研修費
負担金
保険料
公課費
退職給与基金積立負担金
貸倒引当金繰入額

流 域 下 水 道
維 持 管 理負 担 金

有形固定資産減価償却費
無形固定資産減価償却費

企業債利息
一時借入金利息

賞与引当金繰入額
法定福利費引当金繰入額
その他特別損失
貸倒引当金繰入額

項 目 予 定 額 備　　　考款

減 価 償 却 費

雑 支 出

資 産 減 耗 費

支 払 利 息

営業外費用

過年度損益修正損

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

予 備 費

そ の 他 特 別 損 失

特 別 損 失

過年度分流域下水道維持管理負担金等

予 備 費
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２ 資本的収入及び支出

給料
職員手当等
賞与引当金繰入額
法定福利費
委託料
補償金
工事請負費

流 域 下 水 道
建 設 負 担 金

資本的支出

資本的収入

収　　　　入

款 項 目 予 定 額 備　　　考

(単位　千円)

１

企 業 債

企 業 債

国 庫 補 助 金

補 助 金

一般会計補 助金

受 益 者 負 担 金

負 担 金

建 設 改 良 費

支　　　　出

款 項 目 予 定 額 備　　　考

(単位　千円)

固定資産購 入費

１

新 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

企業債償還金

予 備 費

予 備 費

公共下水道事業債等

社会資本整備総合交付金

下水道事業受益者負担金

車両運搬具購入費
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（単位　千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却費

賞与引当金の増減額（△は減少）

貸倒引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額 △776,673

受取利息及び配当金 △1

支払利息

未収金の増減額（△は増加） △11,131

未払金の増減額（△は減少）

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額 △135,678

業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △586,842

無形固定資産の取得による支出 △47,409

補助金等による収入

投資活動によるキャッシュ・フロー △433,562

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △880,576

財務活動によるキャッシュ・フロー △429,624

資金増減額

資金期首残高

資金期末残高

令和２年度 生駒市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）
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１　総  括

特別職 一般職  報　酬  給  料 手　当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

（ 5 ）

（ 3 ）

（ 2 ）

扶養手当 地域手当 通勤手当 住居手当

（千円） （千円） （千円） （千円）

期末手当 勤勉手当

（千円） （千円）

＊前年度については、下水道事業特別会計の数値を記載しています。

特殊勤務
手　　当
(千円)

給　与　費　明　細　書

＊（　）内は再任用職員数及び会計年度任用職員数を外書しています。

時 間 外
勤務手当
(千円)

管理職
手　当
(千円）

区　　　　分

法  定
福利費

職　　員　　数 給   　与  　　費

△ 1,670

本年度

本年度

比　較

区分

前年度

比　較

区分

手当の内訳

前年度

△ 1,520

合  計

本　 年 　度

前　 年 　度

比　　　　較
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２　給料及び手当等の増減額の明細

増 減 額

（千円） （千円）

本年度 15人
前年度 15人

住居手当 △ 2 千円
勤勉手当 千円

千円
千円
千円
千円

△ 1,520 千円
千円
千円
千円

勤勉手当 千円

３　給料及び手当の状況

（１）職員１人当たり給与

（２）初任給

大　学　卒

区　　分 一　般　職（円）
国 の 制 度

一般行政職（円）

高　校　卒

平成31年１月１日
現在

平均給料月額　（円）

平均給与月額　（円）

平均年齢　　　（歳）

令和2年１月１日
現在

平均給料月額　（円）

平均給与月額　（円）

平均年齢　　　（歳）

区　　　　　　　　分 一　般　職

会計年度任用職員

そ の 他 の
増 減 分

制 度 改 正 に
伴 う 増 加 分

企 業 会 計
移行等に伴う
増 加 分

扶養手当
管理職手当
地域手当
特殊勤務手当
時間外勤務手当
通勤手当
住居手当
期末手当

手　当

会計年度任用職員以外の職員

制 度 改 正 に
伴 う 増 減 分

支 給 基 準
変 更 に 伴 う
増 加 分

そ の 他 の
増 減 分

昇 給 に 伴 う
増 加 分

平均昇給率

そ の 他 の
増 減 分

△ 2,585
人 事 異 動 等
に 伴 う
減 少 分

職員数の状況

給　料

会計年度任用職員以外の職員

△ 1,670

給 与 改 定 に
伴 う 増 減 分

給 与 改 定
に 伴 う
増 加 分

給与の改定率

昇 給 に 伴 う
増 加 分

区　分
増減事由別内訳

説　 明 備　　              考

報　酬

会計年度任用職員

そ の 他 の
増 減 分

制 度 改 正 に
伴 う 増 加 分
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（３）級別職員数

級

＊（　）内は再任用職員数を外書しています。

（級別の基準となる職務）

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

事務員 主事

技術員 技師
部長級

（ 100.0 ）

主任

令和２年１月１日現在

（ 100.0 ）

５級

６級

４級

２級

７級

８級

計

６級

７級

１級

３級

１級

２級

３級

５級

一　　　般　　　職

平成３１年１月１日現在

区　　　　　　分

計

４級

構成比(%)職員数（人）

８級

（ 100.0 ）

区　 分

一　般　職 主幹
課長

補佐級
係長級 課長級

（ 100.0 ）
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（４）昇給

（人）

（人）

（人）

（人）

（人）

（人）

（％）

（人）

（人）

（人）

（人）

（人）

（人）

（％）

（５）特殊勤務手当

給料総額に対する比率 （％）

（％）

支給対象職員１人当たり平均支給月額 （円）

区      　　　　　分

比 率（Ｂ）／（Ａ）

本
　
　
年
　
　
度

昇給に係る職員数(Ｂ)

  ６号給

  ８号給

  ４号給

職員数（Ａ）

  ２号給

職員数（Ａ）

一　般　職

環境衛生業務手当

  ８号給

代表的な特殊勤務手当の名称

  ４号給
号 給 数 別 内 訳

前
　
　
年
　
　
度

支給対象職員の比率(令和２年１月１日現在)

比 率（Ｂ）／（Ａ）

号 給 数 別 内 訳

昇給に係る職員数(Ｂ)

区      　　　　　分

  ２号給

  ６号給

一　般　職

｜ 13 ｜



（６）期末手当・勤勉手当

支給率計

 ６月（月分）１２月(月分) （月分）

＊（　）内は再任用職員の支給率を外書しています。

（７）定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

２０年 ２５年 ３５年

勤続の者 勤続の者 勤続の者

（月分） （月分） （月分） （月分）

区      分

扶 養 手 当

地 域 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

区　　　　分
支 給 期 別 支 給 率 職制上の段階、職務の

級等による加算措置
備 考

本　年　度 有

前　年　度 有

国 の 制 度 有

国の制度
（支給率等）

定年前早期退職
特例措置

(3%～45%加算)

（８）その他の手当

区　　　分
最高限度 その他の加算

措　 置　 等
備 考

支給率等
定年前早期退職

特例措置
(3%～45%加算)

差　異　の　内　容

　自転車通勤の者は1,500円加算
　10ｋｍ未満の自転車以外の交通用具使用者は300円減額

国の制度との異同

同　　じ

同　　じ

同　　じ

一部異なる
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（単位　千円）

１

下水道使用料

その他営業収益

２

管渠費

ポンプ場費

処理場費

総係費

減価償却費

資産減耗費

３

受取利息

一般会計補助金

県補助金

長期前受金戻入

雑収益

延滞金

４

支払利息

雑支出

５

過年度損益修正益

６

過年度損益修正損

その他特別損失

前年度繰越利益剰余金

その他未処分利益剰余金変動額

当年度未処分利益剰余金

当 年 度 純 利 益

経 常 利 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

営 業 外 収 益

令和２年度 生駒市下水道事業予定損益計算書

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

営 業 損 失

営 業 費 用

営 業 収 益

流域下水道維持管理負担金
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１.

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

ヘ 工具器具及び備品

イ

ロ

２. 流 動 資 産

減価償却累計額

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

（単位　千円）

土 地

減価償却累計額

減価償却累計額

現 金 預 金

有形固定資産合計

令和２年度 生駒市下水道事業予定開始貸借対照表

（令和２年４月１日）

資　産　の　部

機 械 及 び 装 置

構 築 物

減価償却累計額

車 両 運 搬 具

無形固定資産合計

固 定 資 産 合 計

貸 倒 引 当 金

建 物

減価償却累計額

未 収 金

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

施 設 利 用 権
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３.

４.

５.

長期前受金収益化累計額

６.

７.

イ

ロ

イ 当年度未処分利益剰余金

資　本　の　部

受贈財産評価額

長 期 前 受 金

剰 余 金 合 計

補 助 金

流 動 負 債 合 計

資 本 合 計

負　債　の　部

企 業 債

負 債 資 本 合 計

資 本 金 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金

資 本 剰 余 金

繰 延 収 益

負 債 合 計

未 払 金

固 定 負 債 合 計

利 益 剰 余 金

資 本 金

資 本 金

流 動 負 債

固 定 負 債

企 業 債

繰 延 収 益 合 計
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１.

イ

ロ

△ 24,965

ハ

△ 1,051,878

ニ

△ 30,510

ホ

△ 178

ヘ 工具器具及び備品

△ 100

イ

ロ

２.

△ 600

未 収 金

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

建 物

減価償却累計額

令和２年度 生駒市下水道事業予定貸借対照表

（令和３年３月３１日）

資　産　の　部

機 械 及 び 装 置

貸 倒 引 当 金

減価償却累計額

車 両 運 搬 具

施 設 利 用 権

減価償却累計額

現 金 預 金

有形固定資産合計

無形固定資産合計

流 動 資 産

構 築 物

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

（単位　千円）

土 地

減価償却累計額

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

減価償却累計額
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３.

４.

５.

長期前受金収益化累計額 △ 776,673

６.

７.

イ

ロ

イ 当年度未処分利益剰余金

繰 延 収 益 合 計

企 業 債

引 当 金

固 定 負 債

未 払 金

固 定 負 債 合 計

企 業 債

流 動 負 債

負 債 合 計

負 債 資 本 合 計

資 本 金 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金

利 益 剰 余 金

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負　債　の　部

資 本 金

補 助 金

流 動 負 債 合 計

資　本　の　部

受贈財産評価額

長 期 前 受 金

資 本 剰 余 金

繰 延 収 益

資 本 金
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間
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金

額
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か
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了

日

ま
で

融
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の
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還
元
利

金
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延

利
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計

金

額
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還
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び
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延
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注 記 
 

Ⅰ．重要な会計方針 

１ 固定資産の減価償却の方法 

（１） 有形固定資産 

・減価償却の方法 定額法による 

・主な耐用年数 

建物 ８～５０年 

構築物 １０～５０年 

機械及び装置 ６～２０年 

車両運搬具 ４～ ６年 

工具器具及び備品 ５～１０年 

（２） 無形固定資産 

・減価償却の方法 定額法による 

・主な耐用年数 

施設利用権 ４５年 

ソフトウェア ５年  

２ 引当金の計上方法 

（１） 退職給付引当金 

「生駒市職員退職給与基金の設置、管理及び処分に関する条例」に基づく退職給与基金

積立負担金を除き、追加的負担が生じないため、計上していない。 

（２） 賞与引当金 

翌年度６月の期末手当、勤勉手当及び法定福利費の支給に備えるため、当年度の負担に

属する額を計上している。 

（３） 貸倒引当金 

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率により回収不能見込額を計上して

いる。 

 

Ⅱ．予定貸借対照表関連 

１ 賞与引当金の取崩し 

当年度において、前年度の負担に属する期末手当、勤勉手当及び法定福利費を支給するため、

賞与引当金を取り崩している。 
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